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概要：文科系大学２校について、２０１１年度新入学生に大学入学時までの情報教育に関するアン

ケート調査を昨年度に引き続き実施した。パソコン（以下 PC と記す）を自由に使える環境にある学

生と、そうではない環境にある学生について調べたところ、PC が得意であったり苦手だと思う意識

には関係性が見られなかった。また、PC の得手不得手と、タッチタイピングや Office 系ソフトの操

作能力との意識は大きく関係することがわかった。つまりタッチタイピングとワープロは得意であっ

てもそうでなくても、使いこなしているという意識がある。一方で、表計算やパワーポイントの操作

能力の意識は、PC の得手不得手によって使いこなしている学生とそうではない学生が両極に分かれ

るという結果となった。このことから、大学ではそれらの学生を意識した形で情報教育を行う必要が

あることが示唆された。 

 

キーワード：：情報教育の現状と将来、全学への情報教育、情報リテラシー、アンケート 

 
1  はじめに 

２００３年度に普通教科「情報」が高等学校で

必履修科目として導入され、２００６年度以降、

この教科を履修した学生が大学へ入学してきてい

る。これを履修した学生に関する調査報告[1] [2] 
[3]は数多くなされている。ただし、これらの報告

の多くが総合大学における調査であるため、目標

が大きく男女の差や学部間での差があり細かく学

生を絞って調査が行き届いていないと思われる。 
また、高等学校で教科「情報」を履修した学生

は、それまで小学校や中学校でも尐なからず情報

に関係する授業はあったはずであるが、苦手意識

は存在する。さらに、これらの学生が大学で学ぶ

にあたって、はたして高等学校までに十分な情報

教育を受け、それが大学のレベルに支障がない程

度に達しているかどうか、はなはだ疑問に感じる

ことを多くの教員達が指摘している。 
そこで、われわれの研究では文科系で単科系

の領域で、しかも女子大学であることを利用し女

子学生にターゲットを限定した中で問題点が明確

になるように目標を絞って調査した。昨年度[4]に
引き続き、駒沢女子大学と文化学園大学の２大学

に２０１１年度に入学した学生に対して情報教育

に関する意識調査[5]を実施した。 

PC 教育においてどのようなことから苦手意識

は来るものなのか、またどのような要因でこの意

識を持つにいたったのかについて調査しその結果

を報告する。 

 
2  調査方法 

調査は２０１１年度の駒沢女子大学と文化学園

大学の文科系２校に入学した１年生にのみ記名式

で行った。実施時期は２０１１年４月に行った。

概要は次のようである。 
 
2.1 調査対象 

駒沢女子大学 ４２５名 
文化学園大学 ２４５名 
合計   ６７０名 
 

2.2 調査方法 
質問紙(記名式)による選択式。 
 

2.3 調査内容 
『自分専用の PC があるかどうか』、『PC の基本

操作に関して得意と思っているかどうか』、『タイ

ピングや Office 系ソフト（ワープロ、表計算、パ
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ワーポイント）の操作や理解ができている（操作

能力がある）かどうか』について、これらの関連

性をアンケート項目ごとにクロス集計[6] [7]させ

ながら解析を行った。さらにまた、カイ二乗（χ2）

検定を行いその検証も行った。カイ二乗（χ2）検

定では、有意水準αを 0.05（5%）を＊とし、0.01
（1%）を＊＊として表示し、有意確率 P 値を求め

て比較し判定した。 
質問項目は以下のようである。 
１）『自分専用の PC がありますか。』 
⇒ 選択肢「個人 PC がある、個人 PC はない

が自由につかえる PC がある、個人 PC はない」 
２）『PC は得意でしたか。』 
⇒ 選択肢「得意だった、苦手だった、どちら

ともいえない」 
３）『大学入学前に、キーボードを見ずに正しく

タイプができましたか。』 
⇒ 選択肢「できない、できる、ゆっくりなら、

時々見る」 
４）『大学入学以前に受けた情報教科（情報Ａ、

Ｂ、Ｃ）の学習内容や知識について聞きます。』 
４－１）『タッチタイピングの操作』に関して 
⇒ 選択肢「「情報」で学び自由に使いこなせる、

「情報」で学んだが自由に使いこなせない、「情報」

で学ばなかったが独学で学んだ、「情報」で学ばな

かったし身にもついていない」 
４－２）『ワープロソフトの操作』に関して 
⇒ 選択肢「４－１に同じ」 
４－３）『表計算ソフトの操作』に関して 
⇒ 選択肢「４－１に同じ」 
４－３）『パワーポイントの操作』に関して 
⇒ 選択肢「４－１に同じ」 
 

3 調査結果 
まず、PC を所有することによる PC の操作能力

意識を調査した。 
１）『自分専用の PC がありますか。』と『PC は

得意でしたか？』との関係について調べた結果を

図１に示した。 

 

 
＜図１＞ 

駒沢女子大学：P=5.006E-05＊＊（有意差あり） 
文化学園大学：P=0.256（有意差なし） 
２）『PC は得意でしたか。』と『大学入学前に、

キーボードを見ずに正しくタイプができました

か。』との関係について調べた結果を図２に示した。 

 

 
＜図２＞ 

駒沢女子大学：P=0.273（有意差なし） 
文化学園大学：P=0.141（有意差なし） 
１)と２)は、PC を所有することと PC の操作能

力意識の関係とみなすと、駒沢女子大学では１)の
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場合の有意確率 P＜1%＊＊であるので、有意差が認

められ、それ以外は、関係性が認められない。 
 

次に、PC の得手不得手とキータイプ能力意識の

関係性を調べた。 
３）『PC は得意でしたか。』と『大学入学前に、

キーボードを見ずに正しくタイプができました

か。』との関係について調べた結果を図３に示した。 
 

 

 
＜図３＞ 

駒沢女子大学：P＝3.562E-140＊＊（有意差あり） 
文化学園大学：P=1.502E-17＊＊（有意差あり） 
両大学共に PC を得意と思っている学生で、タ

イピング能力があると考えている人が 93%以上と

非常に多いことがわかる。一方で、特に PC が苦

手であると考えている学生でタイピング能力が低

いと思う学生は、駒沢女子大学では 60%、文化学

園大学では 78%となっているように、PC が苦手

であると考えている学生はタイピングの能力が低

いと思っている傾向が強い。とはいっても、得意

と思っている学生でも特に優れていると思ってい

るわけでもなく、大半は「時々見たり」あるいは

「ゆっくりなら」できるという回答からも分かる

ように、多尐の不安感も抱いているようだ。 
 
また、PC を所有することと Office 系ソフトの

操作能力意識の関係性を調査した。 
４）『自分専用の PC がありますか。』と『タッ

チタイピングの操作に関して、どうでしたか。』と

の関係について調べた結果を図４に示した。 

 

 
＜図４＞ 

駒沢女子大学：P=0.112（有意差なし） 
文化学園大学：P=0.093（有意差なし） 
これについては有意差がなく、PC の所有とタッ

チタイピングの操作能力意識には関係性が認めら

れない。 
５）『自分専用の PC がありますか。』と『ワー

プロの操作に関して、どうでしたか。』との関係に

ついて調べた結果を図５に示した。 
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＜図５＞ 

駒沢女子大学：P=0.027＊（有意差あり） 
文化学園大学：P=0.137（有意差なし） 
これについては、駒沢女子大学では有意確率 P

＜5%＊で、PC の所有とワープロ操作能力意識の間

には関係性が認められるが、文化学園大学ではそ

の関係性が認められなかった。 
６）『自分専用の PC がありますか。』と『表計

算の操作に関して、どうでしたか。』との関係につ

いて調べた結果を図６に示した。 

 

 
＜図６＞ 

駒沢女子大学：P＝0.205（有意差なし） 
文化学園大学：P=0.708（有意差なし） 
これについては、両校とも関係性が認められな

かった。 
７）『自分専用の PC がありますか。』と『パワ

ーポイントの操作に関して、どうでしたか。』との

関係について調べた結果を図７に示した。 

 

 
＜図７＞ 

駒沢女子大学：P=0.005＊＊（有意差あり） 
文化学園大学：P=0.242（有意差なし） 
これについては、駒沢女子大学で有意確率 P＜

1%＊＊で、PC の所有とパワーポイントの操作能力

意識に関係性が認められるが、文化学園大学では

その関係性が認められなかった。 
総合的に見て上記４)から７)の結果から、そのほ

とんどに有意差が生じていない。つまり、PC を所

有することと Office 系ソフトの操作能力意識の関

係性はないとみなすことができる。ただし、駒沢

女子大学では PC の所有と、ワープロの操作能力

意識の関係が 5%＊有意であることと、パワーポイ

ントの操作能力意識が 1%＊＊有意であったことか

ら、両大学とも入学する学生には、PC を所有する

ことによる何らかの Office 系ソフトの能力意識に

関係があり、大学によって入学してくる学生に違

いがあるのではないかということが示唆される。 
なお、この調査は昨年度２０１０年度も行って

いるので、その結果も併せて検証し述べてみる。 

『 の所有』と『タッチタイピング』

駒沢女子大学：P=0.225（有意差なし） 
文化学園大学：P= 0.517（有意差なし） 

『 の所有』と『ワープロ』

駒沢女子大学：P=0.374（有意差なし） 
文化学園大学：P= 0.042＊（有意差あり） 
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『 の所有』と『表計算』

駒沢女子大学：P=0.379（有意差なし） 
文化学園大学：P= 0.772（有意差なし） 

『 の所有』と『パワーポイント』

駒沢女子大学：P=0.722（有意差なし） 
文化学園大学：P= 0.744（有意差なし） 
上記２０１０年度の結果からも、その多くに有

意差が生じていない。つまり、PC を所有すること

と Office 系ソフトの操作の関係性はないとみなす

ことができる。ただし、文化学園大学ではこの年

にはワープロの操作能力意識のみが 5%＊有意であ

った。このことからも、先ほどの２０１１年度の

結果同様、PC の所有と Office 系ソフトの操作に

ついての関係性を完全に否定することは難しい。

したがって、僅かながら有意差が認められる結果

が得られていることから、もう尐し継続的に調査

を行う必要があると思われる。 
しかし、この２年間の調査において基本的には

PC を所有することと Office 系ソフトの操作能力

意識の関係性がほとんど認められないということ

ができるであろう。 
 
さらに、PC の得手不得手と Office 系ソフトの

操作能力意識の関係性を調査した。 
８）『PC は得意でしたか。』と『タッチタイピン

グの操作に関して、どうでしたか。』との関係につ

いて調べた結果を図８に示した。 

 

 
＜図８＞ 

駒沢女子大学：P＝6.566E-09＊＊（有意差あり） 
文化学園大学：P=0.016＊（有意差あり） 
９）『PC は得意でしたか。』と『ワープロの操作

に関して、どうでしたか。』との関係について調べ

た結果を図９に示した。 

 

 
＜図９＞ 

駒沢女子大学：P＝6.310E-07＊＊（有意差あり） 
文化学園大学：P=0.082（有意差なし） 
１０）『PC は得意でしたか。』と『表計算の操作

に関して、どうでしたか。』との関係について調べ

た結果を図１０に示した。 
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＜図１０＞ 

駒沢女子大学：P＝1.533E-06＊＊（有意差あり） 
文化学園大学：P=4.455 E-04＊＊（有意差あり） 
１１）『PC は得意でしたか。』と『パワーポイン

トの操作に関して、どうでしたか。』との関係につ

いて調べた結果を図１１に示した。 

 

 
＜図１１＞ 

駒沢女子大学：P＝5.199 E-04＊＊（有意差あり） 
文化学園大学：P=0.024＊（有意差あり） 
上記８)から１１)の結果は、先ほどとは逆にほと

んどの結果に有意差が生じている。つまり、PC が

得意であるかどうかによって Office 系ソフト操作

能力意識の度合いが起因していると思われる。 
ここでも、昨年度２０１０年度の結果を併せて

検証し述べてみる。 

『 の得手不得手』と『タッチタイピング』

駒沢女子大学：P= 6.414E-06＊＊（有意差あり） 
文化学園大学：P= 2.142E-06＊＊（有意差あり） 

『 の得手不得手』と『ワープロ』

駒沢女子大学：P=3.717E-05＊＊（有意差あり） 
文化学園大学：P=1.598E-05＊＊（有意差あり） 

『 の得手不得手』と『表計算』

駒沢女子大学：P=2.555E-05＊＊（有意差あり） 
文化学園大学：P=0.004＊＊（有意差あり） 

『 の得手不得手』と『パワーポイント』

駒沢女子大学：P=1.990E-05＊＊（有意差あり） 
文化学園大学：P=0.010＊（有意差あり） 
上記の結果、２０１１年度の傾向は２０１０年

度の場合と同じように、PC が得意か不得意かと思

われることと、タイピングの技能および Office 系

ソフトの操作能力意識とは、大きく関係があるこ

とがわかった。特に、基礎能力と思われる『タッ

チタイプ』や『ワープロ』は、苦手と思われても、

タッチタイピングでは 40%以上の学生が、またワ

ープロでは 35%以上の学生が使いこなせていると

考えている。さらに、得意と思っている学生では

80%以上が独学を含め、両大学共に使いこなせる

と感じている。このように多くの学生は使いこな

していると思っており、使いこなすことが必需と

考えているようである。 
だが一方で、『表計算』や『パワーポイント』に

ついては、得意でできると思っている学生と、苦

手でできないと思っている学生との、操作能力の

意識を比較すると、その開きに大きな差があり、

両極化の傾向が見られている。特にこの傾向は表

計算の操作能力意識に強く見られ、表計算の苦手

意識が他のソフトに比べて大変に顕著である。こ

のことは一部２０１０年度でも見られることであ

る。 

 
4 まとめ 

２年間の学生の意識調査を通して、PC の所有

とタッチタイピングおよび Office 系ソフトの操作

能力の意識には関係性がほとんどみられなかった。

しかし、年度によっては一部関係性が認められ、

これは年度による学生の違いであるのか、入学を

希望する大学に対する意識の違いであるのか、今

後継続して調査する必要があることがわかった。 
また、PC を得意と思っている学生は、タッチ

タイピング能力やワープロの操作能力があるとい

う意識からくることが大きい。さらにタッチタイ

ピング能力は、PC を苦手とする学生でも使いこな

せているという意識があり、一方では得意と思っ
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ている学生であっても、何とか工夫しながら使い

こなしているように見受けられる。いずれにして

も、PC を利用していくためには、この２つの能力

は、今日の ICT 機器を使用していく上で欠かせな

いものであるという意識からくるものと思われる。 
最後に、その他の代表的な Office 系ソフトに、

表計算とパワーポイントがあるが、ワープロと比

較すると苦手だと意識する学生の割合は表計算と

パワーポイントの方が大きい。特に表計算におい

てはその割合は顕著であり、得意と考えている学

生との開きも大きく、二極化が激しいことがわか

る。 
このことから、大学において表計算およびパワ

ーポイントの操作能力を向上させるために、得意

と思われている学生はもちろんのこと、苦手と思

っている学生にもどのような教育を行っていった

らよいのか、いろいろと創意工夫していくことが

問われることになるであろう。 
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